
第 62 期 決 算 公 告
平成 25年２月 18日 山形市立谷川三丁目1174番地３

株式会社ナチ東北精工
代表取締役社長 京谷 秀夫

貸借対照表の要旨 (平成24年11月30日現在) (単位：百万円)
資 産 の 部 負債及び純資産の部

流 動 資 産 1,492 流 動 負 債 1,025
固 定 資 産 1,844 固 定 負 債 660

有形固定資産 1,651 株 主 資 本 1,643
無形固定資産 1 資 本 金 234
投資その他の資産 191 資 本 剰 余 金 184

資 本 準 備 金 184

利 益 剰 余 金 1,225
利 益 準 備 金 20
その他利益剰余金 1,205
(当期純利益) (39)

評価・換算差額等 7
その他有価証券評価
差額金 7

合 計 3,337 合 計 3,337

第 12 期 決 算 公 告
平成 25年２月 18日 東京都品川区南大井三丁目16番５号

デカ・ジャパン・リアル・エステート・
インベストメント特定目的会社

取締役 宇野 重樹
取締役 小出 敏彦

貸 借 対 照 表 の 要 旨
(平成24年10月31日現在) (単位：千円)

資 産 の 部 負債及び純資産の部
特 定 資 産 4,781,586 流 動 負 債 138,474
固 定 資 産 4,781,586 固 定 負 債 3,186,926
その他の資産 1,236,305 負 債 合 計 3,325,401
流 動 資 産 1,231,559 社 員 資 本 2,692,491
固 定 資 産 4,746 特 定 資 本 金 2,575,200

剰 余 金 117,291
当期未処分利益 117,291
(うち当期純利益) (117,291)
純資産合計 2,692,491

資 産 合 計 6,017,892 負債・純資産合計 6,017,892

平成™œ年™月˜Ÿ日 月曜日 (号外第š—号)官 報
解
散
公
告
（
第
三
回
）

岩
屋
土
地
改
良
区
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
二
日

に
解
散
し
た
の
で
、
当
土
地
改
良
区
に
債
権
を
有
す
る
者

は
、
本
公
告
第
一
回
掲
載（
平
成
二
十
五
年
二
月
十
三
日
）

の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
ら
れ
た
く
、
土
地

改
良
法
第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
公
告
し
ま
す
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き

は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

兵
庫
県
姫
路
市
豊
富
町
神
谷
一
四
八
一
番
地

清
算
法
人
岩
屋
土
地
改
良
区

清
算
人
代
表

山
本

洋
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
栃
木
県
宇
都
宮
市
立
伏
町
七
五
番
地
一
三
八
、

最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ被

相
続
人

亡

森
島

利
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
四
丁
目
三
番
七
号

馬
場
通
り
四
丁
目
ビ
ル
七
階

弁
護
士
法
人
飯
田

綜
合
法
律
事
務
所
宇
都
宮
オ
フ
ィ
ス

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

宮
本

暁
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
栃
木
県
栃
木
市
片
柳
町
一
丁
目
一
二
番
、
最
後

の
住
所
東
京
都
足
立
区
東
和
四
丁
目
一
一
番
二
一
号

さ
く
ら
荘
一
〇
二

被
相
続
人

亡

土
谷

善
一

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

事
務
所
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
五
番
一
号
虎

ノ
門
三
七
森
ビ
ル
青
和
特
許
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

山
口

健
司

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
横
浜
市
西
区
南
浅
間
町
三
〇
番
地
一
、
最
後
の

住
所
横
浜
市
神
奈
川
区
三
枚
町
一
九
八
番
地
の
一

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
片
倉
町
四
〇
九
号

被
相
続
人

亡

大
津

正
美

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

横
浜
市
中
区
本
町
二
丁
目
一
〇
番
横
浜
大
栄
ビ
ル

六
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

松
木

崇

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
梨
県
中
央
市
井
之
口
一
〇
六
三
番
地
、
最
後

の
住
所
山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
一
〇
七
四
番

地
一
ラ
イ
フ
一
〇
七
四
e

一
〇
一

被
相
続
人

亡

中
澤

碩
哉

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

山
梨
県
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
一
七
番
五
号
舞
鶴

ビ
ル
五
階
利
根
川
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

利
根
川
雅
一

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
袖
師
町
一
四
七
七
番
地

一
、
最
後
の
住
所
静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
万
世
町
二

丁
目
一
一
番
七
号
ヴ
ィ
ラ
セ
イ
ユ
ー
万
世
町
六
〇
一

被
相
続
人

亡

大
澤

政
二

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
辻
四
丁
目
一
〇
番
九
号

大
仙
ビ
ル
一
階

中
央
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

永
野

海

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
府
高
槻
市
清
福
寺
町
八
一
六
番
地
、
最
後

の
住
所
大
阪
府
高
槻
市
野
田
四
丁
目
一
番
二
号

被
相
続
人

亡

浅
田

靜
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

大
阪
市
北
区
西
天
満
五
丁
目
一
番
三
号
南
森
町

パ
ー
ク
ビ
ル
九
階相

続
財
産
管
理
人

宮
岡

寛

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
大
阪
府
堺
市
西
区
浜
寺
石
津
町
東
五
丁
四
三
三

番
地
、
最
後
の
住
所
大
阪
府
堺
市
西
区
浜
寺
石
津
町

東
五
丁
八
番
三
五
号

被
相
続
人

亡

下
村

一
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

堺
市
堺
区
中
瓦
町
一
丁
一
番
二
一
号
堺
東
八
幸
ビ

ル
五
階相

続
財
産
管
理
人

弁
護
士

西
村

陽
子

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
兵
庫
県
篠
山
市
火
打
岩
四
七
一
番
地
、
最
後
の

住
所
兵
庫
県
篠
山
市
野
々
垣
一
〇
四
〇
番
地
五

被
相
続
人

亡

泉
水

ø
晴

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
八
幡
通
四
丁
目
二
番
一
四

号
ト
ロ
ア
神
戸
ビ
ル
三
階

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

堀
川

隆
二

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
八
四
一
番
地
、
最
後
の

住
所
和
歌
山
県
海
南
市
大
野
中
七
四
一
番
地
一
七

被
相
続
人

亡

垣
内

Ò
美

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
五
年
二
月
十
八
日

事
務
所
和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
三
三
番
地
の
一
紀

州
有
田
商
工
会
議
所
ビ
ル
二
〇
六
号

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

河
原

貴
博
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